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４月６日
交通安全
街頭キャンペーン

３月27日
県市長会

４月11日
市民観桜会

二本松南小学校の
新一年生に、交通
事故に気を付けま
しょうと呼びかけ
ました。

県市長会で、
東京電力福
島第一原発
を視察し、廃
炉の進捗状
況を確認し
ました。

市民約600人
にお集まりい
ただき、盛大
に開催するこ
とができまし
た。

市
政
情
報
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光
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テ
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４
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付
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れ
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。
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奨
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。
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限
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。
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０
０
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れ
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。
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０

最
近
の
活
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を
お
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え
し
ま
す
。
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日
〜
４
月
15
日
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　住民自治意識の醸成や市民との協働による
まちづくりの観点から、地域の社会的な課題
に対して、市民自らが地域全体の視点に立ち、
事業内容の検討、決定を行い、市民相互の支
え合いと活力のある地域社会を創造すること
を目的とする補助制度です。
　市民の皆さまの豊富なノウハウを生かした、
地域づくりのアイディアをご提案ください。

平成27年度の実施内容
○平成26年度と同様に、予算額は4,000万円
です。
○予算額の配分については、二本松地域、安達地域、岩代地域、東和地域にそれぞれ1,000万円とします。
○１事業当たりの上限を設けません。
○募集事業は、平成28年３月31日までに完了できる事業としますが、既に着手済みの事業についても申請で
きることとします（ただし、平成27年４月１日以降に着手したものに限る）。

補助対象となる団体　
○行政区等の自治組織やその連合体　　○市民主体の地域づくり団体
○市民主体の特定非営利活動法人　　　○市長が特に補助金の交付が適当であると認める団体

補助金の決定方法
　地域ごとに事業選定組織を設置し、地域の皆さまが自ら事業の選定を行い、補助金の額を決定します。

応募方法
　事業を実施したい団体は、事業実施箇所の各支所地域振興課（二本松地域は各地区住民センター）に
「市民との協働による地域づくり支援事業計画書」を提出してください。
　※様式は下記までお問い合わせください。市ウェブサイトからもダウンロードできます。

応募締切　５月29日（金）

◎問い合わせ…生活環境課市民生活係☎（55）5102、安達支所地域振興課地域振興係☎（23）9024、
岩代支所地域振興課地域振興係☎（65）2800、東和支所地域振興課地域振興係☎（66）2506
または企画財政課企画調整係☎（55）5090

～市民が主役の地域主権、新たな公共の実現に向けて～
市民との協働による地域づくり支援補助の対象事業を募集します

▲昨年度の取り組みの一例　　　　　　　　　　
　針道振興会で実施した「戸沢の不動滝」整備事業

やすらぎの丘 全日本葬祭業協同組合連合会加盟

葬儀のすべてのご相談・ご用命は

丸又葬儀社
丸又ふれあい会　会員募集中

有限
会社
本　　　店／〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2
二本松斎場／〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

☎0243－22－5598

フリーダイヤル 0120－03－5598




